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は
じ
め
に

鞠
智
城
跡
は
『
六
国
史
』
に
繕
治
等
の
記
事
が
あ
る
「
朝
鮮
式
山
城
」
の
一

つ
で
あ
る
。
初
見
は
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
（
六
九
八
）
年
五
月
条
の
繕
治

記
事
で
、
築
城
時
期
は
そ
れ
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
七
世
紀
後
半
、
す
な
わ
ち
朝
鮮

半
島
の
白
村
江
で
の
敗
戦
（
六
六
三
）
で
生
じ
た
対
外
的
緊
張
に
際
し
、
天
智

三
年
（
六
六
四
）
の
水
城
や
天
智
四
年
（
六
六
五
）
の
大
野
城
や
基
肄
城
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
、
北
部
九
州
の
南
の
防
衛
拠
点
と
し
て
築
城
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

発
掘
調
査
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
年
度
の
第
一
次
調
査
を
嚆
矢
と

し
、
現
在
ま
で
三
十
二
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
古

代
山
城
で
唯
一
の
八
角
形
建
物
な
ど
七
十
二
棟
の
建
物
、
広
大
な
貯
水
池
、
外

郭
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
土
塁
や
城
門
な
ど
の
多
様
な
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
出

土
し
た
遺
物
よ
り
十
世
紀
中
頃
ま
で
お
お
よ
そ
三
百
年
間
に
わ
た
っ
て
存
続

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
矢
野
二
〇
一
六
）。
平
成
十
六
年
三
月

二
十
七
日
に
は
約
六
四
．
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
特

別
史
跡
指
定
を
目
指
し
、
若
手
研
究
者
を
対
象
と
し
た
本
特
別
研
究
を
は
じ
め

と
し
て
、
東
京
や
大
阪
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
と
併
行
し
て
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
十
月
に
『
鞠
智
城
跡
保
存

整
備
基
本
構
想
』
が
策
定
さ
れ
、
鞠
智
城
跡
の
歴
史
公
園
化
に
向
け
た
保
存
整

備
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
に
『
鞠
智
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
（
平

成
六
年
度
）』、『
第
２
次
鞠
智
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
（
平
成
十
三
年
度
）』、

『
第
３
次
鞠
智
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
（
平
成
二
十
七
年
度
）』
の
三
次
に

わ
た
り
『
保
存
整
備
基
本
計
画
』
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
平
成

十
四
年（
二
〇
〇
二
）に
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設「
温
故
創
生
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

歴
史
公
園
鞠
智
城
と
し
て
の
本
格
的
な
供
用
が
開
始
さ
れ
た
。

鞠
智
城
跡
は
現
在
、
八
角
形
鼓
楼
、
米
倉
、
兵
舎
、
板
倉
の
四
棟
の
古
代
建

物
の
復
元
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
来
訪
者
に
日
本
の
古
代
山
城
の
具
体
的
な
一

イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
復
元
整
備
は
膨
大
な
初
期
投
資
が

か
か
り
、
建
物
を
適
切
に
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
は
コ
ス
ト
等
の
面
か
ら

も
難
し
く
、
遺
跡
整
備
の
手
法
と
し
て
は
少
数
派
で
あ
る
。
全
国
的
な
広
い
視

野
で
見
て
も
遺
跡
整
備
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
建
物
の
柱
穴
位
置
を
木
柱
で
示

し
た
り
、
説
明
板
を
設
置
し
た
り
す
る
「
表
示
整
備
」
が
主
流
で
あ
る
が
、
今

後
は
本
稿
で
検
討
を
行
う
Ａ
Ｒ
（Augm

ented Reality

）・
Ｖ
Ｒ
（Virtual 

Reality

）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
整
備
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
鞠
智
城
跡
の
遺
跡
整

備
に
つ
い
て
一
考
し
た
い
。
検
討
対
象
と
す
る
の
は
深
迫
門
、
堀
切
門
、
池
ノ

尾
門
の
三
箇
所
の
城
門
遺
構
で
あ
る
。す
で
に
発
掘
調
査
を
行
っ
て
は
い
る
が
、

本
格
的
な
整
備
は
未
着
手
で
あ
る
。
調
査
成
果
は
そ
れ
ぞ
れ
が
三
者
三
様
の
個

山
口　

裕
平　

　

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
鞠
智
城
跡
整
備
の
一
例　

―
城
門
遺
構
に
つ
い
て
―
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第１図　鞠智城跡全体図（1/6,000）



89

 

図版２　復元建物近景

図版１　米原台地（南から）
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性
的
な
構
造
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
昨
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
『
第
3

次
鞠
智
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
』
で
は
城
門
地
区
の
整
備
手
法
の
一
つ
と
し

て
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

最
終
的
に
は
Ａ
Ｒ
技
術
で
各
城
門
の
復
元
例
を
２
Ｄ
画
像
で
提
示
し
、
鞠
智

城
跡
で
今
後
実
施
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
整
備
の
足

掛
か
り
に
な
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
．
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
遺
跡
整
備
に
つ
い
て

二
〇
〇
八
年
三
月
に
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課
よ
り
『
史
跡
等
整
備
の
て

び
き
―
保
存
と
活
用
の
た
め
に
―
』
と
い
う
全
五
冊
か
ら
な
る
遺
跡
整
備
の
必

携
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
『
技
術
編
』
第
五
章
第
三
節
に
「
遺
構
の
表

現
の
技
術
」
と
い
う
節
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活

用
に
つ
い
て
は
研
究
分
野
等
が
未
発
達
な
と
こ
ろ
も
あ
り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

（
史
跡
等
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
会
二
〇
〇
八
）。

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
な
ど
の
技
術
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
遺
跡
整
備
に
活

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
で
あ
る
（
一
）。
そ
も
そ
も
Ａ

Ｒ
（Augm

ented Reality

）
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
カ
メ
ラ
を
通
じ

て
映
し
出
さ
れ
た
遺
跡
現
地
の
映
像
に
、
Ｃ
Ｇ
で
作
成
し
た
復
元
建
物
等
を
重

ね
て
映
す
技
術
で
、「
拡
張
現
実
感
」と
訳
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
Ｖ
Ｒ（Virtual 

Reality

）
は
、
Ａ
Ｒ
が
現
実
の
一
部
を
改
変
す
る
技
術
で
あ
る
の
に
対
し
、
す

べ
て
を
差
し
替
え
る
技
術
で
、「
仮
想
現
実
感
」
と
訳
さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
の
普
及
が
進
ん

だ
今
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
な
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
が
徐
々
に
進
ん
で
い
る
。
古
代
山
城
遺
跡
で
は
屋
嶋
城
跡

（
甦
る
屋
嶋
城
）、
九
州
で
は
鴻
臚
館
跡
や
福
岡
城
跡
（
鴻
臚
館
・
福
岡
城
バ
ー

チ
ャ
ル
時
空
散
歩
）、
肥
前
名
護
屋
城
跡
（
バ
ー
チ
ャ
ル
名
護
屋
城
）、
一
昨
年

に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
三
重
津
海
軍
所
跡
（
三
重
津
タ
イ
ム
ク
ル
ー

ズ
）
な
ど
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。　

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
れ
ば
、
遺
跡
に
復
元
建
物
な
ど
ハ
ー
ド
の
整

備
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
遺
跡
の
往
時
の
様
子
を
再
現
し
、
来
訪
者
の

追
体
験
を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、遺
跡
現
地
で
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
関
連
情
報
を
文
字
や
音
声
、
画
像
や
映
像
な
ど
で
示
す
こ
と
で
、

遺
跡
を
理
解
す
る
こ
と
を
容
易
と
す
る
。
例
え
ば
鞠
智
城
跡
の
場
合
、
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
こ
ろ
う
君
」
を
映
し
出
し
、
共
に
記
念
写
真
を
撮

影
す
る
等
の
遊
び
の
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
身
近
に
歴
史
と
親
し
む
契
機

と
な
る
。
ひ
い
て
は
来
訪
者
の
体
験
を
よ
り
豊
か
に
す
る
こ
と
で
新
た
な
感
動

が
生
じ
、
そ
れ
が
遺
跡
の
再
訪
へ
と
繋
が
る
サ
イ
ク
ル
を
生
み
出
す
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
観
光
振
興
の
側
面
で
の
効
果
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
導
入
後
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
維
持
管
理
、
ハ
ー
ド
面

で
の
遺
跡
整
備
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、検
討
課
題
も
多
い
。
さ
ら
に
、

絶
え
ず
進
歩
す
る
技
術
革
新
の
中
、
今
後
こ
れ
ら
の
技
術
や
そ
の
利
用
が
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
を
持
つ
の
か
を
見
据
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
技
術
開
発
の
現
状
、
導
入
・
運
用
状
況
、
課
題
や
問
題
点
を
共
有

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
遺
跡
整
備
・
活
用
研
究
集
会

は
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
遺
跡
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
五
）。
研
究
集
会
で
は
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
飛
鳥
京

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

等
に
取
り
組
む
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
の
大
石
岳
史
氏

の
基
調
講
演
の
他
、
既
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
自
治
体
の
担
当
者
、
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
最
前
線
に
立
つ
開
発
技
術
者
ら
に
よ
る
事
例
報
告
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
平
城
宮
跡
第
二
次
大
極
殿
跡
等
で
、
Ａ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
ア
プ
リ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
モ
を
実
施
し
、
参
加
者
に
好
評
を
得
た
（
高
橋
二
〇
一
六
）。

二
．
鞠
智
城
跡
の
城
門
の
調
査
成
果

鞠
智
城
跡
で
は
外
郭
線
の
南
側
で
三
箇
所
の
城
門
跡
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
東
側
か
ら
深
迫
門
、
堀
切
門
、
池
ノ
尾
門
と
名
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
外
郭
線
の
北
側
に
一
箇
所
想
定
さ
れ
る
が
、
明
確

な
遺
構
は
未
確
認
で
あ
る
。
以
下
、
三
箇
所
の
城
門
跡
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。

（
一
）	

深
迫
門
跡
（
第
２
・
３
図
）

外
郭
線
の
南
東
隅
に
東
方
向
へ
開
く
谷
が
あ
る
が
、
谷
部
を
塞
ぐ
よ
う
に

深
迫
門
が
立
地
す
る
。
門
跡
の
標
高
は
約
一
二
三
ｍ
で
あ
る
。
深
迫
門
跡
の

発
掘
調
査
は
、
現
在
ま
で
第
一
次
調
査
（
昭
和
四
十
二
年
度
）、
第
三
次
調
査

（
昭
和
四
十
三
年
度
）、
第
十
六
次
調
査
（
平
成
六
年
度
）、
第
二
十
八
次
調

査
（
平
成
十
八
年
度
）
の
計
四
次
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教
委

一
九
八
三
・
一
九
九
五
、
歴
史
公
園
鞠
智
城
二
〇
〇
七
）。

調
査
以
前
は
段
々
畑
の
耕
作
地
で
、
そ
こ
か
ら
ず
れ
落
ち
た
よ
う
に
一
つ
の

石
製
唐
居
敷
（
二
）
が
地
面
に
さ
さ
っ
て
い
た
。
地
上
に
露
出
し
て
い
た
部
分
に

あ
っ
た
軸
摺
穴
が
弓
道
の
的
の
よ
う
見
え
た
た
め
、
地
元
に
残
る
「
米
原
長
者

伝
説
」と
絡
め
て
、「
長
者
ど
ん
の
的
石
」と
古
く
か
ら
呼
び
習
わ
さ
れ
て
き
た
。

第
一
次
調
査
で
原
位
置
に
近
い
と
判
断
さ
れ
た
が
、
第
一
六
次
の
再
調
査
で
関

連
す
る
根
固
め
石
等
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
後
世
に
運
ば
れ
た
も
の
と

判
断
さ
れ
た
。
現
在
は
掘
り
出
さ
れ
て
保
存
処
理
を
施
し
、
覆
い
屋
を
か
け
て

屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。
花
崗
岩
製
で
台
形
状
を
な
し
、
長
軸
約
二
六
八
㎝
、

短
軸
約
二
二
六
㎝
、
厚
さ
約
八
〇
㎝
を
測
る
。
上
面
に
明
瞭
な
加
工
痕
は
認
め

ら
れ
な
い
も
の
の
概
ね
平
滑
で
、
端
部
に
近
い
位
置
に
一
つ
の
軸
摺
穴
が
穿
た

れ
て
い
る
。
縁
が
二
段
に
な
り
、
長
径
二
〇
㎝
、
短
径
一
八
㎝
で
き
れ
い
な
同

心
円
に
は
な
ら
な
い
。
深
さ
は
一
四
㎝
で
あ
る
。
軸
受
金
具
等
を
は
め
込
ん
だ

痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
扉
構
造
を
片
袖
式
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
実
見

し
た
と
こ
ろ
側
面
を
欠
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
後
述
の
堀
切
門
跡
の
唐
居

敷
の
よ
う
に
一
枚
岩
で
軸
摺
穴
を
二
つ
備
え
て
い
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
掘
立
柱
が
沿
う
刳
り
込
み
は
確
認
で
き
な
い
。

唐
居
敷
の
原
位
置
が
判
然
と
し
な
い
た
め
、
城
門
の
構
造
や
規
模
は
明
確
で

な
い
が
、
谷
底
の
調
査
で
は
登
城
道
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
登
城
道
は
一
部
に

敷
石
が
あ
り
、
千
鳥
状
に
河
原
石
を
敷
き
詰
め
た
土
坑
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

谷
底
の
城
門
推
定
地
の
両
側
は
版
築
土
塁
が
築
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
発
掘
調

査
で
段
々
畑
の
法
面
の
土
層
観
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
互
層
状
の
盛
土
層
を
確

認
し
、
谷
の
南
北
に
お
い
て
谷
幅
を
狭
め
る
た
め
土
塁
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
土
塁
の
裾
か
ら
は
築
造
時
の
支
柱
列
が
一
．
八
ｍ
間
隔
で
検

出
さ
れ
、
土
塁
の
延
長
方
向
及
び
規
模
が
明
確
と
な
っ
た
。
南
土
塁
は
西
に
延

び
、
城
門
推
定
地
を
挟
ん
だ
北
土
塁
は
北
東
方
向
に
延
び
北
側
尾
根
の
東
端
部

に
取
り
付
く
。
南
土
塁
は
部
分
的
に
残
る
盛
土
か
ら
幅
約
六
．
七
ｍ
、
高
さ
約

四
．
〇
ｍ
、北
土
塁
は
幅
約
一
五
．
〇
ｍ
、高
さ
約
四
．
〇
ｍ
の
規
模
を
持
つ
。

い
わ
ゆ
る
「
内
托
式
」
の
版
築
土
塁
で
あ
る
。
ま
た
土
塁
裾
部
か
ら
石
列
お
よ

び
石
敷
き
を
複
数
箇
所
で
確
認
し
た
が
、
そ
の
上
部
を
盛
土
で
さ
ら
に
補
強
し

て
お
り
完
成
時
に
露
出
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
土
塁
本
体
の
構
築

と
石
列
の
敷
設
は
一
連
の
工
程
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

な
お
一
連
の
調
査
で
須
恵
器
の
小
片
が
出
土
し
て
い
る
。
瓦
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。
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第２図　深迫門跡周辺地形図（1/600）、深迫門跡唐居敷実測図（1/40）
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（
二
）	

堀
切
門
跡
（
第
４
・
５
図
）

外
郭
線
南
側
の
南
東
方
向
に
開
口
す
る
谷
部
に
位
置
す
る
。
周
辺
は
凝
灰

岩
の
地
質
で
、
そ
れ
を
掘
り
込
ん
で
城
門
部
の
縄
張
を
形
づ
く
る
。
門
跡
の

標
高
は
約
一
一
八
ｍ
で
あ
る
。
堀
切
門
跡
の
発
掘
調
査
は
、
現
在
ま
で
第

二
十
・
二
十
一
次
調
査
（
平
成
十
・
十
一
年
度
）、
第
二
十
二
次
調
査
（
平
成

十
二
年
度
）、
第
二
十
三
次
調
査
（
平
成
十
三
年
度
）
の
計
四
次
の
調
査
が
行

わ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教
委
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
二
、
歴
史
公
園
鞠

智
城
二
〇
〇
三
）

調
査
以
前
よ
り
、
凝
灰
岩
を
掘
削
し
て
造
作
し
た
堀
切
状
の
古
道
に
一
端
を

欠
く
石
製
唐
居
敷
が
あ
り
、
城
門
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。
も
う
一
端
は
こ
こ

か
ら
南
に
約
一
五
〇
ｍ
離
れ
た
木
野
神
社
に
置
か
れ
て
お
り
、
現
在
は
接
合

し
て
保
存
処
理
を
施
し
、
覆
い
屋
を
か
け
て
屋
外
展
示
を
し
て
い
る
。
長
軸
約

三
五
五
㎝
、
短
軸
一
八
四
㎝
、
厚
さ
二
〇
～
五
〇
㎝
を
測
る
。
花
崗
岩
製
で
あ

る
。
や
は
り
上
面
に
は
明
瞭
な
加
工
痕
は
な
く
、概
ね
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
る
。

こ
の
唐
居
敷
の
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
一
つ
の
石
の
両
端
部
に
そ
れ
ぞ
れ
軸
摺

穴
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
深
迫
門
跡
に
残
る
唐
居
敷
に
も
そ
の
可
能
性
を
指
摘

し
た
が
、
現
状
で
は
日
本
の
古
代
山
城
で
唯
一
の
石
製
唐
居
敷
で
あ
る
。
両
軸

摺
穴
の
芯
々
間
は
約
二
．
八
ｍ
を
測
る
。
軸
摺
穴
は
と
も
に
直
径
約
一
六
㎝
、

深
さ
約
一
五
㎝
で
、
内
壁
に
は
軸
受
金
具
を
装
着
し
た
と
想
定
さ
れ
る
鉄
錆
の

痕
跡
を
確
認
で
き
る
。
唐
居
敷
の
両
端
部
に
は
城
門
建
物
の
主
柱
の
掘
立
柱
を

沿
え
た
円
弧
状
の
刳
り
込
み
が
加
工
さ
れ
て
い
る
。
円
弧
状
の
刳
り
込
み
か
ら

復
元
さ
れ
る
親
柱
の
直
径
は
そ
れ
ぞ
れ
九
五
㎝
、
八
五
㎝
と
大
き
な
も
の
で
あ

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
発
掘
調
査
で
城
門
建
物
の
親
柱
の
痕
跡
を
検
出
し
た

が
、
そ
の
直
径
は
約
六
〇
㎝
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
柱
を
受
け
る
刳
り
込
み

は
や
や
大
き
め
に
作
ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

第３図　深迫門跡版築土塁土層断面図（1/250）
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発
掘
調
査
は
二
十
三
箇
所
の

ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
そ
の

結
果
、
南
西
壁
際
で
古
道
の
傾

斜
が
比
較
的
緩
く
な
る
変
化
点

に
設
定
し
た
一
六
ト
レ
ン
チ
で

柱
穴
を
一
つ
検
出
し
た
。
一
部

撹
乱
を
受
け
て
い
た
が
、
掘
方

は
方
形
を
呈
し
、
一
辺
八
二

㎝
、
深
さ
約
九
六
㎝
を
測
る
。

掘
方
中
に
は
復
元
径
約
六
〇
㎝

の
柱
痕
も
確
認
し
た
。
柱
穴
周

辺
は
ほ
ぼ
平
坦
で
十
分
な
広
さ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が

唐
居
敷
の
原
位
置
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
対
に
な
る
柱
穴
は
撹

乱
に
よ
り
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
な
お
柱
穴
の
検
出
面
と
そ

の
手
前
の
道
路
面
と
の
比
高
差

が
約
一
．
二
ｍ
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
石
積
み
な
ど
は
な
く

凝
灰
岩
を
削
り
出
し
て
壁
面
と

す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
堀
切
門

は
、
梯
子
な
ど
を
懸
け
て
城
門

に
入
る
「
懸
門
」
の
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
。

第４図　堀切門跡周辺地形図（1/500）
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第５図　堀切門跡唐居敷実測図（1/40）、城門柱穴 [16tr] 実測図（1/40）
　　　　城壁 [4tr] 土層断面図（1/400）、道路跡 [8tr] 平面図・土層断面図（1/80）
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ま
た
、
同
様
に
堀
切
状
の
古
道
に
複
数
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
登
城
道
を
検

出
に
も
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
約
三
〇
ｍ
の
範
囲
で
道
路
跡
を
検
出
し
た
。

傾
斜
角
は
約
二
〇
度
で
、
下
位
に
枡
形
状
の
ク
ラ
ン
ク
を
設
け
、
城
門
防
御
を

強
固
に
す
る
縄
張
を
採
る
。
構
造
は
凝
灰
岩
を
堀
切
状
に
削
り
出
し
た
後
、
礫

面
に
粘
質
土
を
貼
り
付
け
て
路
面
を
形
成
し
、
そ
の
両
側
あ
る
い
は
片
側
に
側

溝
を
設
け
る
。
幅
は
一
．
八
～
二
．
七
ｍ
で
唐
居
敷
の
間
口
と
お
お
よ
そ
規
模

が
合
致
す
る
。
な
お
部
分
的
に
二
時
期
の
路
面
を
検
出
し
て
い
る
。

城
門
に
連
な
る
城
壁
は
、
中
段
に
テ
ラ
ス
部
を
設
け
た
二
段
構
造
で
あ
る
。

四
ト
レ
ン
チ
で
断
面
構
造
を
確
認
し
た
。
最
下
段
か
ら
中
段
の
テ
ラ
ス
ま
で
は

約
四
五
度
の
傾
斜
で
立
ち
上
が
り
、
中
段
の
テ
ラ
ス
か
ら
約
四
〇
度
の
傾
斜
で

最
上
段
の
平
坦
部
へ
と
至
る
。
比
高
差
は
約
一
二
．
八
ｍ
で
あ
る
。
や
は
り
凝

灰
岩
を
削
り
出
し
て
成
形
し
、
テ
ラ
ス
部
は
盛
土
を
し
て
平
坦
面
を
造
作
し
、

下
段
は
版
築
土
塁
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

堀
切
門
跡
の
調
査
で
は
須
恵
器
、
瓦
、
鉄
釘
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

遺
構
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
瓦
は
平
瓦
の
小
片
が
一
点
で
あ
る
。

（
三
）	

池
ノ
尾
門
跡
（
第
６
・
７
図
）

鞠
智
城
跡
の
南
西
域
の
北
西
方
向
に
開
く
浅
い
谷
に
位
置
す
る
。
西
側
土
塁

線
と
南
側
土
塁
線
に
挟
ま
れ
た
幅
二
〇
ｍ
の
狭
い
谷
で
、
城
内
の
最
低
所
（
標

高
九
〇
ｍ
）
に
あ
た
る
。
池
ノ
尾
門
跡
の
発
掘
調
査
は
、
現
在
ま
で
第
一
次
調

査
（
昭
和
四
十
二
年
度
）、
第
二
十
六
・
二
十
七
次
調
査
（
平
成
十
六
・
十
七
年

度
）、
第
三
十
次
調
査
（
平
成
二
十
年
度
）、
第
三
十
二
次
調
査
（
平
成
二
十
二

年
度
）
の
計
五
次
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教
委
一
九
八
三
、
歴
史

公
園
鞠
智
城
二
〇
〇
六
・
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
）。

古
く
か
ら
一
つ
の
石
製
唐
居
敷
が
知
ら
れ
て
お
り
、
第
一
次
調
査
で
原
位
置

を
留
め
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
他
の
唐
居
敷
と
同
様
に
、
現
在

は
保
存
処
理
を
施
し
、
覆
い
屋
を
か
け
て
屋
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。
石
材
は
花

崗
岩
で
あ
る
。
平
面
楕
円
形
を
呈
し
、長
軸
約
一
四
五
㎝
、短
軸
約
一
一
一
㎝
、

厚
さ
約
五
八
㎝
を
測
る
。
上
面
に
は
明
瞭
な
加
工
痕
は
な
い
が
、
概
ね
平
滑
に

仕
上
げ
て
い
る
。
端
部
に
近
い
位
置
に
一
つ
の
軸
摺
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
直

径
約
一
八
㎝
、
深
さ
一
五
㎝
を
測
る
。
内
面
は
摩
耗
し
て
お
り
、
軸
受
金
具
を

装
着
し
た
痕
跡
で
あ
る
鉄
錆
痕
が
幅
四
㎝
の
帯
状
を
呈
し
て
軸
摺
穴
内
を
一
周

す
る
（
小
澤
二
〇
一
六
）。
側
面
に
は
掘
立
柱
が
沿
う
刳
り
込
み
は
確
認
で
き

な
い
。
城
門
は
周
辺
地
形
や
後
述
の
石
塁
の
位
置
等
を
勘
案
す
る
と
、
現
在
の

市
道
「
下
本
分
・
堀
切
線
」
が
通
っ
て
い
る
箇
所
（
谷
の
北
東
側
）
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

池
ノ
尾
門
跡
は
近
年
広
く
面
的
に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
調
査
前
は
谷
部

が
完
全
に
開
け
て
お
り
、
谷
部
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
城
壁
と
城
門
の
位
置
は
判

然
と
し
な
か
っ
た
が
、
谷
部
に
設
定
し
た
調
査
区
で
崩
壊
し
た
石
塁
を
検
出

し
た
。
後
世
の
開
削
や
崩
落
に
よ
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
崩
壊
し
た
状
況
に
あ
る

が
、
一
部
は
基
底
石
が
残
存
し
、
背
面
の
南
西
側
で
は
四
～
六
段
分
の
石
積
み

（
高
さ
約
一
．
三
ｍ
）
を
検
出
し
た
。
基
底
石
よ
り
石
塁
幅
は
約
九
．
六
ｍ
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
総
延
長
も
現
状
の
地
形
か
ら
約
一
二
ｍ
は
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
平
面
形
状
が
城
内
側
に
向
か
っ
て
や
や
弧
状
に
張
り
出
す
こ
と
が
特
徴

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
石
塁
の
や
や
東
寄
り
で
は
石
塁
に
直
交
す
る
暗
渠
式
の

通
水
溝
及
び
取
水
口
を
検
出
し
た
。
全
長
は
一
六
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
手

前
は
池
状
の
落
ち
込
み
に
な
り
、
そ
の
落
ち
込
み
に
一
部
包
含
さ
れ
る
導
水
溝

を
約
四
．
三
ｍ
分
確
認
し
た
。
そ
の
周
囲
を
囲
う
よ
う
な
形
で
土
手
状
盛
土
遺

構
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
導
水
溝
や
池
状
遺
構
は
さ
ら
に
未
調
査
区
へ
と

広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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第６図　池ノ尾門跡周辺地形図（1/800）、池ノ尾門跡調査区平面図（1/250）
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ま
た
こ
の
石
塁
の
城
外
側

約
二
〇
ｍ
の
南
斜
面
上
に
、
基

底
部
に
礫
を
敷
き
込
ん
だ
盛
土

遺
構
が
あ
る
。
現
在
そ
の
脇
を

塩
井
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
形
状
が
築
造
当
初
の
形
状

か
、
塩
井
川
の
開
削
等
で
削
平

を
受
け
て
い
る
の
か
は
判
断
が

つ
か
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

城
門
防
御
を
意
識
的
に
堅
固
な

も
の
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

池
ノ
尾
門
跡
の
調
査
で
は
他

の
城
門
跡
と
比
較
し
て
多
く
の

遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
細
片
が
多
く
形
状
を

復
元
で
き
る
も
の
は
限
ら
れ
て

い
る
。
中
近
世
の
遺
物
も
出
土

し
た
が
、
中
心
と
な
る
の
は
古

代
の
遺
物
で
あ
り
、
土
師
器
、

須
恵
器
、
瓦
等
が
出
土
し
た
。

瓦
は
平
瓦
と
丸
瓦
の
破
片
で
、

総
数
十
点
ほ
ど
で
あ
る
。
な
お

出
土
遺
物
の
下
限
か
ら
池
ノ
尾

門
跡
石
塁
の
崩
落
は
十
世
紀
以

降
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
城
門
構
造
の
復
元
と
Ａ
Ｒ
画
像
の
作
成

（
一
）
Ａ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
城
門
復
元
図
の
作
成

復
元
図
（
２
Ｄ
画
像
）
の
作
成
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
業
を
行
っ
た
。
使
用
し
た

ソ
フ
ト
は
ア
ド
ビ
社
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
Ｃ
Ｓ
４
で
あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
各
城
門
跡
の
空
中
撮
影
写
真
を
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
筆
者
が
発
掘
調
査
成
果
や
そ
こ
か
ら
想

定
さ
れ
る
城
門
建
物
の
上
屋
構
造
等
を
想
定
し
下
図
を
描
き
、
最
終
的
な
復
元

図
は
ソ
フ
ト
に
精
通
し
た
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
松
尾
留
衣
氏
に
作
図
し
て
い
た

だ
い
た
。

（
二
）
城
門
構
造
の
復
元

発
掘
さ
れ
た
遺
構
か
ら
建
物
の
上
部
構
造
を
窺
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
。
と
は
い
え
、
近
年
は
古
代
の
発
掘
遺
構
を
中
心
に
、
建
造
物
を
復
元
す
る

試
み
が
建
築
史
学
の
研
究
者
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
建
築
考
古

学
」
と
し
て
新
た
な
分
野
が
確
立
さ
れ
て
い
る
（
浅
川
二
〇
一
三
、
奈
良
文
化

財
研
究
所
二
〇
一
六
）。
古
代
山
城
の
城
門
で
も
、
鬼
ノ
城
の
西
門
が
上
屋
構

造
も
含
め
て
実
物
大
で
復
元
整
備
さ
れ
、
他
の
東
門
、
南
門
、
北
門
も
柱
や
門

道
部
の
石
敷
き
、
側
壁
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
（
第
８
図
）（
総
社
市
教
委

二
〇
一
一
）。
昨
年
は
屋
嶋
城
跡
で
も
Ｃ
Ｇ
で
は
あ
る
が
城
門
の
復
元
が
行
わ

れ
た
（
高
松
市
教
委
二
〇
一
六
）。
ま
た
西
日
本
の
古
代
山
城
で
は
な
い
が
、

東
北
地
方
の
古
代
城
柵
遺
跡
（
払
田
柵
跡
外
郭
南
門
・
秋
田
城
跡
外
郭
東
門
な

ど
）
の
門
も
、
鬼
ノ
城
西
門
に
先
行
し
て
復
元
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
（
秋
田

県
仙
北
町
一
九
九
五
、
伊
藤
二
〇
〇
六
）。

古
代
山
城
の
城
門
構
造
を
考
え
る
場
合
は
、
接
す
る
城
壁
の
高
さ
か
ら
重
層

門
の
可
能
性
を
想
定
し
た
り
、
瓦
が
あ
る
程
度
出
土
す
れ
ば
瓦
葺
き
の
屋
根
を

第７図　池ノ尾門跡唐居敷実測図（1/40）、池ノ尾門跡石塁背面石積み（1/50）
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第８図　鬼ノ城西門・北門の整備状況（1/300）
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持
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
鬼
ノ
城
西
門
の
復
元
時
に

も
議
論
に
な
っ
た
よ
う
に
、
屋
根
の
有
無
一
つ
と
っ
て
も
結
論
を
出
せ
な
い
く

ら
い
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
上
屋
を
含
む
上
部
構
造
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
研
究
は
向
井
氏
や
小
澤
氏
、
鬼
ノ
城
西
門
の
復
元
に
あ
た
っ
て

主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
濵
島
正
士
氏
ら
の
考
察
が
あ
る
（
小
澤
二
〇
一
〇
、

濵
島
二
〇
一
一
、
向
井
一
九
九
九
・
二
〇
一
四
ａ
）。

以
上
の
研
究
動
向
等
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
前
章
で
概
観
し
た
鞠
智
城
跡
の

三
箇
所
の
城
門
遺
構
の
発
掘
調
査
成
果
を
も
と
に
、
築
造
当
時
の
城
門
建
物
や

縄
張
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
な
お
門
の
様
式
や
部
材
や
意
匠
な
ど
の
用
語

は
古
建
築
の
概
説
書
を
参
考
に
し
た
（
岡
田
一
九
八
四
、渋
谷
・
長
尾
（
・
妻
木
）

二
〇
〇
九
、
妻
木
二
〇
一
六
）。

ま
ず
石
製
唐
居
敷
が
完
存
す
る
掘
切
門
跡
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
両
端
部

に
唐
居
敷
に
残
る
円
弧
状
の
刳
り
込
み
か
ら
、
親
柱
に
円
柱
を
用
い
た
掘
立
柱

構
造
の
城
門
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
親
柱
の
間
隔
は
約
三
．
二
ｍ
、
ま
た
軸

摺
穴
の
芯
々
間
は
約
二
．
八
ｍ
で
あ
る
こ
と
か
ら
扉
口
は
二
．
六
ｍ
程
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
値
は
下
方
で
検
出
し
た
道
路
跡
の
幅
員
と
齟
齬
は
な
い
。
発
掘

調
査
で
は
一
六
ト
レ
ン
チ
で
一
辺
八
二
㎝
の
方
形
掘
方
を
一
基
検
出
し
、
掘
方

中
に
は
復
元
径
約
六
〇
㎝
の
柱
痕
も
確
認
し
た
。
こ
こ
が
唐
居
敷
の
原
位
置
と

さ
れ
る
。
問
題
は
上
屋
の
構
造
で
あ
る
。
一
対
の
親
柱
が
あ
り
、
控
柱
を
持
た

な
い
構
造
と
考
え
ら
れ
、
報
告
書
で
も
城
門
建
物
は
「
冠
木
門
的
な
門
構
造
」

と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
熊
本
県
教
委
二
〇
一
二
ａ
）。
筆
者
も
城
門
建
物
は
親

柱
の
一
対
（
二
本
）
の
み
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
上
屋
は
冠
木
に
肘

木
と
腕
木
を
か
け
、
そ
の
上
に
切
妻
屋
根
を
載
せ
た
棟
門
を
想
定
す
る
。
屋
根

は
厚
板
を
縦
に
組
ん
だ
板
屋
根
と
考
え
ら
れ
る
。
門
の
前
面
は
約
一
．
二
ｍ
の

段
差
が
あ
り
、
懸
門
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
連
な
る
城
壁
は
凝
灰
岩

を
削
り
出
し
て
中
段
に
テ
ラ
ス
部
を
設
け
た
二
段
構
造
と
な
る
（
図
版
３
）。

次
に
深
迫
門
跡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
発
掘
調
査
で
谷
部
を
塞
ぐ
内
託
式
の

版
築
土
塁
を
検
出
し
た
が
、
谷
底
の
空
閑
地
に
城
門
建
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
向
井
一
雄
氏
は
「
版
築
土
塁
の
範
囲
か
ら
門
幅
は
六
～
七
ｍ
、
奥
行
は

九
ｍ
以
内
と
推
定
さ
れ
る
」
と
す
る
が
（
向
井
二
〇
一
四
ａ
）、
石
製
唐
居
敷

の
大
き
さ
か
ら
堀
切
門
跡
と
同
程
度
の
規
模
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に

唐
居
敷
は
欠
損
し
、
一
枚
岩
で
軸
摺
穴
を
二
つ
備
え
て
い
た
と
も
考
え
て
お

り
、側
面
に
刳
り
込
み
は
無
い
が
、掘
立
柱
構
造
の
城
門
建
物
を
想
定
す
る
（
向

井
二
〇
一
四
ｂ
）。
扉
部
に
一
対
の
親
柱
が
あ
り
、
背
面
に
一
対
の
控
柱
を
持

つ
構
造
と
考
え
ら
れ
る
。
上
屋
の
構
造
は
城
門
を
挟
ん
で
土
塁
上
を
行
き
来
で

き
る
よ
う
に
櫓
門
を
想
定
し
た
（
図
版
４
）。

最
後
は
池
ノ
尾
門
跡
で
あ
る
。
谷
部
の
北
寄
り
に
あ
る
現
在
の
市
道
部
分
が

城
門
跡
と
考
え
ら
れ
、
北
側
は
版
築
土
塁
と
接
し
、
南
西
側
は
谷
を
遮
断
す
る

よ
う
に
石
塁
が
塞
ぐ
。
石
製
唐
居
敷
が
一
つ
知
ら
れ
て
い
る
が
、
堀
切
門
跡
、

深
迫
門
跡
の
そ
れ
と
異
な
り
小
ぶ
り
で
、
対
に
な
る
も
う
一
つ
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
唐
居
敷
に
柱
が
沿
う
刳
り
込
み
は
な
い
が
、
掘
立
柱
城
門
を

考
え
て
い
る
。
城
門
規
模
を
考
え
る
の
に
参
考
に
な
る
の
は
石
塁
幅
で
約
九
．

六
ｍ
を
測
る
。
し
た
が
っ
て
、
池
ノ
尾
門
は
他
の
二
門
と
柱
の
配
置
が
異
な
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
桁
行
一
間
、
梁
行
二
間
の
四
脚
門
を
考
え

た
い
。
一
対
の
親
柱
を
中
央
に
、
そ
の
前
後
に
一
対
の
控
柱
が
つ
く
。
壁
面
は

板
材
を
想
定
し
て
い
る
が
、
石
塁
に
面
し
た
南
側
は
石
積
み
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
屋
根
を
持
た
な
い
櫓
門
形
式
で
、
城
門
部
を
境
に
石
塁
か
ら
土
塁
へ

行
き
来
で
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
谷
部
の
排
水
は
石
塁
の
基
底
部
に
あ

る
暗
渠
式
の
通
水
溝
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
谷
部
の
水
す
べ
て

を
排
水
す
る
に
は
や
や
小
さ
い
と
思
わ
れ
る
。
門
道
部
に
も
排
水
施
設
が
あ
っ
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た
可
能
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
図
版
５
）。
な
お
池
ノ
尾
門
跡
に
つ
い
て

は
、
考
古
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
著
名
な
早
川
和
子
氏
に
よ
る
復
元
画
が

描
か
れ
て
い
る
（
第
９
図
）。

お
わ
り
に

以
上
、
Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ
技
術
を
応
用
し
た
鞠
智
城
跡
整
備
の
一
例
と
し
て
、
城

門
遺
構
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
復
元
図
を
２
Ｄ
画
像
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
う

し
た
現
実
の
風
景
に
Ｃ
Ｇ
等
の
画
像
を
重
ね
て
表
示
さ
せ
る
こ
と
で
、
来
訪
者

に
は
実
際
に
見
て
い
る
光
景
以
上
の
情
報
が
付
加
さ
れ
た
光
景
と
し
て
体
感
で

き
る
。
遺
跡
整
備
の
手
法
と
し
て
有
効
で
、
今
後
主
流
に
な
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
付
加
し
た
情
報
、
例
え
ば
復
元
建
物
な
ら
そ
の
考
証

が
粗
密
で
あ
る
場
合
、
来
訪
者
に
そ
れ
を
説
明
で
き
な
い
ま
ま
に
一
様
の
Ｃ
Ｇ

画
像
が
リ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
課
題
も
残
る
。

城
門
構
造
の
復
元
に
関
し
て
は
、
筆
者
に
建
築
学
の
素
養
が
な
く
、
大
雑
把

な
も
の
に
な
っ
た
。
遺
構
か
ら
上
屋
構
造
を
復
元
す
る
の
は
難
し
い
課
題
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
。
こ
と
さ
ら
鞠
智
城
跡
は
遺
構
そ
の
も
の
が
判
然

と
せ
ず
、
筆
者
の
空
想
の
域
を
出
な
い
の
が
本
音
で
あ
る
。

本
稿
が
鞠
智
城
跡
だ
け
に
限
ら
ず
、
様
々
な
遺
跡
の
整
備
を
考
え
る
上
で
の

一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々
に
多
く
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
末
筆
な
が
ら
ご
芳
名
を
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）。

小
田
富
士
雄
、
亀
田
修
一
、
木
﨑
康
弘
、
木
村
龍
生
、
高
橋
知
奈
津
、
西
住

欣
一
郎
、
中
山
圭
、
能
登
原
孝
道
、
向
井
一
雄
、
矢
野
裕
介
、
渡
邊
誠

第９図　池ノ尾門跡の復元例（早川和子氏作画）



102

図版 3　堀切門跡（上：発掘調査時、下：AR 画像）
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図版 4　深迫門跡（上：発掘調査時、下：AR 画像）
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図版５　池ノ尾門跡（上：発掘調査時、下：AR 画像）
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注（
一
）	

管
見
の
及
ぶ
限
り
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
運
用
を
開
始
し
た
平
安
宮
朝
堂
院
の

　
　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
タ
イ
ム
・
ス
コ
ー
プ
（Tim

eScope

）」
が
最
初
で
あ
る
（
奈

　
　

良
文
化
財
研
究
所
二
〇
一
五
）。

（
二
）	

唐
居
敷
（
か
ら
い
し
き
・
か
ら
い
じ
き
）
は
扉
の
回
転
運
動
の
基
礎
部
分
を
固
定

　
　

す
る
特
徴
的
な
部
材
で
、
古
代
山
城
で
は
石
製
の
も
の
が
多
く
知
ら
れ
て
い
る
（
岡

　
　

田
一
九
八
四
）。
報
告
者
に
よ
っ
て
「
門
礎
」
や
「
門
礎
石
」
な
ど
の
呼
び
方
も
さ

　
　

れ
て
お
り
、
筆
者
は
用
語
の
統
一
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
感
じ
て
い
る

　
　
（
山
口
二
〇
一
六
）。
な
お
小
田
富
士
雄
氏
は
、
深
迫
門
跡
と
後
述
す
る
池
ノ
尾
門

　
　

の
石
製
唐
居
敷
の
側
面
に
柱
が
沿
う
刳
り
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら
、
礎
石
型
の
唐

　
　

居
敷
で
八
世
紀
初
頭
に
比
定
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
掘
立
柱
建
物
型
で
七
世
紀
後

　
　

半
代
の
年
代
を
考
え
て
い
る
（
小
田
一
〇
一
二
）。

参
考
文
献

秋
田
県
仙
北
町　

一
九
九
五　
『
史
跡
払
田
柵
跡
環
境
整
備
事
業
報
告
書
』

浅
川
滋
男　

二
〇
一
三　
『
建
築
考
古
学
の
実
証
と
復
元
研
究
』
同
成
社

飛
鳥
資
料
館　

二
〇
一
二　
『
比
羅
夫
が
ゆ
く
―
飛
鳥
時
代
の
武
器
・
武
具
・
い
く
さ
―
』（
飛

鳥
資
料
館
図
録
第
５
６
冊
）

伊
藤
武
士　

二
〇
〇
六　
『
秋
田
城
跡
』（
日
本
の
遺
跡
１
２
）
同
成
社

岡
田
英
男　

一
九
八
四　
『
門
』（『
日
本
の
美
術
』
第
２
１
２
号
）
至
文
堂

小
澤
佳
憲　

二
〇
一
〇　
「
新
発
見
城
門
に
つ
い
て
」（
福
岡
県
教
育
委
員
会
『
特
別
史
跡
大

野
城
跡
整
備
事
業
Ⅴ
』（
福
岡
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
２
５
集
））

小
澤
佳
憲　

二
〇
一
六　
「
古
代
山
城
城
門
出
土
の
軸
摺
金
具
」（
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故

創
生
館
『
築
城
技
術
と
遺
物
か
ら
見
た
古
代
山
城
』
熊
本
県
教
育
委
員
会
）

小
田
富
士
雄　

二
〇
一
二　
「
鞠
智
城
の
創
建
を
め
ぐ
る
検
討
」（
熊
本
県
教
育
委
員
会
『
鞠

智
城
跡
Ⅱ
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
２
７
６
集
））

亀
田
修
一　

二
〇
一
六　
「
西
日
本
の
古
代
山
城
」（
須
田
勉
編
『
日
本
古
代
考
古
学
論
集
』

同
成
社
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
八
三　
『
鞠
智
城
跡
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
５
９
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
五　
『
鞠
智
城
跡
―
第
１
６
次
調
査
報
告
―
』（
熊
本
県
文
化

財
調
査
報
告
第
１
５
２
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
九　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
０
次
調
査
報
告
―
』（
熊
本
県
文
化

財
調
査
報
告
第
１
８
１
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
〇　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
１
次
調
査
報
告
―
』（
熊
本
県
文
化

財
調
査
報
告
第
１
９
１
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
二　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
２
次
調
査
報
告
―
』（
熊
本
県
文
化

財
調
査
報
告
第
２
０
７
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二
ａ　
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
―
鞠
智
城
跡
第
８
～
３
２
次
調
査
報
告

―
』（
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
２
７
６
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
二
ｂ　
『
鞠
智
城
跡
―
平
成
５
～
２
３
年
度
鞠
智
城
整
備
事
業

の
報
告
―
』（
熊
本
県
文
化
財
整
備
報
告
第
４
集
）

熊
本
県
教
育
委
員
会　

二
〇
一
六　
『
第
３
次
鞠
智
城
跡
保
存
整
備
基
本
計
画
』

史
跡
等
整
備
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
会　

二
〇
〇
八　
『
史
跡
等
整
備
の
て
び
き
―
保

存
と
活
用
の
た
め
に
―
』
文
化
庁
文
化
財
部
記
念
物
課

渋
谷
五
郎
・
長
尾
勝
馬
（
・
妻
木
靖
延
）　

二
〇
〇
九　
『
新
訂 

日
本
建
築
』
学
芸
出
版
社

島
田
敏
男　

二
〇
〇
七　
「
遺
跡
に
お
け
る
復
元
」『
遺
跡
学
研
究
』
第
４
号 

日
本
遺
跡
学
会

総
社
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
一　
『
鬼
城
山
―
国
指
定
史
跡
鬼
城
山
環
境
整
備
事
業
報
告

―
』

高
橋
知
奈
津　

二
〇
一
六　
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
い
た
遺
跡
の
活
用
」（『
奈
良
文
化

財
研
究
所
紀
要
２
０
１
６
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
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高
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
一
六　
『
屋
嶋
城
跡
―
城
門
遺
構
整
備
事
業
報
告
書
―
』（
高
松

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
１
７
２
集
）

妻
木
靖
延　

二
〇
一
六　
『
図
解 

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！
古
建
築
』
学
芸
出
版
社

奈
良
文
化
財
研
究
所
文
化
遺
産
部
遺
跡
整
備
研
究
室　

二
〇
一
五　
『
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

を
用
い
た
遺
跡
の
活
用
』（
平
成
２
７
年
度 

遺
跡
整
備
・
活
用
研
究
集
会
）

奈
良
文
化
財
研
究
所 
編　

二
〇
一
六　
『
発
掘
遺
構
か
ら
読
み
解
く
古
代
建
築
』
ク
バ
プ
ロ

濵
島
正
士　

二
〇
一
一　
「
西
門
ほ
か
の
復
元
に
つ
い
て
」（
総
社
市
教
育
委
員
会
『
鬼
城
山

―
国
指
定
史
跡
鬼
城
山
環
境
整
備
事
業
報
告
―
』）

南
健
太
郎　

二
〇
一
五　
「
石
積
遺
構
か
ら
み
た
古
代
山
城
築
造
技
術
に
関
す
る
試
論
」（
熊

本
県
教
育
委
員
会
『
鞠
智
城
と
古
代
社
会
―
第
三
号
―
』）

向
井
一
雄　

一
九
九
九　
「
石
製
唐
居
敷
の
集
成
と
研
究
」『
地
域
相
研
究
』
第
２
７
号　

地

域
相
研
究
会

向
井
一
雄　

二
〇
一
四
ａ　
「
韓
日
古
代
山
城
の
城
門
に
関
す
る
一
考
察
（
予
察
）」「『
百
濟

文
化
』
第
５
０
輯　

公
州
大
學
校
百
濟
文
化
研
究
所

向
井
一
雄　

二
〇
一
四
ｂ　
「
鞠
智
城
の
変
遷
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
―
論
考
編
２
―
』
熊
本
県
教

育
委
員
会

向
井
一
雄　

二
〇
一
六　
『
よ
み
が
え
る
古
代
山
城
―
国
際
戦
争
と
防
衛
ラ
イ
ン
―
』（
歴
史

文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
４
４
０
）
吉
川
弘
文
館

矢
野
裕
介　

二
〇
一
六　
「
鞠
智
城
跡
と
そ
の
変
遷
」（
須
田
勉
編
『
日
本
古
代
考
古
学
論
集
』

同
成
社
）

山
口
裕
平　

二
〇
一
六　
「
古
代
山
城
の
城
門
研
究
の
現
状
と
課
題
」（
歴
史
公
園
鞠
智
城
・

温
故
創
生
館
『
築
城
技
術
と
遺
物
か
ら
見
た
古
代
山
城
』
熊
本
県
教
育
委
員
会
）

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
〇
三　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
３
次
調
査
報
告
―
』

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
〇
六　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
６
・
２
７
次
調
査
報
告

―
』

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
〇
七　
『
鞠
智
城
跡
―
第
２
８
次
調
査
報
告
―
』

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
一
〇　
『
鞠
智
城
跡
―
第
３
０
次
調
査
報
告
―
』

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館　

二
〇
一
一　
『
鞠
智
城
跡
―
第
３
２
次
調
査
報
告
―
』

挿
図
出
典

第
１
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載
（
一
部
改
変
）

第
２
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
３
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
４
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
５
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
６
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
７
図　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載

第
８
図　

総
社
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
一
よ
り
転
載

第
９
図　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
よ
り
提
供

　
図
版
出
典

図
版
１　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ａ
よ
り
転
載
（
一
部
改
変
）

図
版
２　

熊
本
県
教
育
委
員
会
二
〇
一
二
ｂ
よ
り
転
載

図
版
３　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
よ
り
提
供
・
筆
者
改
変

図
版
４　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
よ
り
提
供
・
筆
者
改
変

図
版
５　

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館
よ
り
提
供
・
筆
者
改
変




